
美
浜
原
発
が
よ
く
見
え
る
「
シ
ー

パ
ー
ク
丹
生
」
で
の
抗
議
集
会
の

最
中
に
、
「
再
稼
働
さ
れ
た
よ
う

だ
」
と
の
一
報
が
入
る
。
そ
れ
こ

そ
大
地
震
で
も
起
き
な
い
限
り

（
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
非
常
に
恐

ろ
し
い
こ
と
だ
が
…
）
、
こ
の
日

程
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ

ろ
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
。
そ

し
て
予
定
通
り
に
ス
イ
ッ
チ
は
押

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
パ
ン
ド
ラ
の

箱
を
開
け
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

人
も
い
る
。
私
は
ど
う
し
て
も
フ

ク
シ
マ
の
こ
と
を
思
う
。
フ
ク
シ

マ
の
現
実
を
ご
ま
か
し
、
何
事
も

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
や
ろ
う
と
す
る
。
い
ま
だ
に
、

た
く
さ
ん
の
苦
し
み
が
続
い
て
い

る
と
い
う
の
に
！
若
狭
で
ま
た
事

故
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
の
？
フ

ク
シ
マ
の
苦
悩
は
も
う
誰
に
も
味

わ
わ
せ
て
は
い
け
な
い
。

福
島
第
一
原
発
は
、
４
０
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
に
あ

の
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
２

０
１
１
年
３
月
２
６
、
２
７
日
両

日
に
渡
っ
て
、
私
た
ち
福
島
の
市

民
グ
ル
ー
プ
は
全
県
的
な
老
朽
原

発
ハ
イ
ロ
へ
の
大
き
な
行
動
（
ハ

イ
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン
福
島
原
発
４
０

年
イ
ベ
ン
ト
）
を
計
画
し
て
い
た
。

ま
さ
に
そ
の
数
日
前
に
、
あ
の
大

事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

企
画
は
流
れ
、
そ
れ
ま
で
の
一
人

一
人
の
日
常
と
人
生
が
強
制
的
に

変
え
さ
せ
ら
れ
て
い
く
日
が
始
ま

る
。
福
島
の
私
た
ち
に
と
っ
て

「
４
０
年
」
は
記
憶
か
ら
消
え
る

こ
と
の
な
い
怖
い
数
値
で
、
ま
し

て
や
「
４
０
年
越
え
」
再
稼
働
は

あ
り
得
な
い
。

今
回
は
大
阪
でD

o
n

、t
K
i
l
l

のM
A
S
A

を
誘
い
、
現
地
入
り
。

驚
く
こ
と
に
、
結
構
長
か
っ
た
デ

モ
行
進
の
間
中
ず
っ
と
途
切
れ
な

く
サ
ッ
ク
ス
と
太
鼓
の
音
が
聞
え
、

私
た
ち
を
元
気
づ
け
て
く
れ
た
。

福
島
で
の
３
・
１
１
集
会
＆
デ
モ

以
外
、
現
地
行
動
に
は
ほ
と
ん
ど

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
彼

女
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、
サ
ッ
ク

ス
の
豊
か
な
音
と
リ
ズ
ム
で
現
場

で
抗
う
人
々
を
励
ま
し
て
く
れ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
・
・
・
と
期

待
し
て
い
る
。

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
の
連
日
の

宣
伝
活
動
、
ア
メ
ー
バ
デ
モ
等
、

本
当
に
感
謝
で
す
。
先
の
見
え
な

い
フ
ク
シ
マ
で
す
が
、
人
間
の
命

と
尊
厳
を
守
る
た
め
に
闘
っ
て
い

る
人
々
と
直
接
お
会
い
し
、
共
に

６
月
２
３
日
（
水
）
午
前
１
０

時
、
関
西
電
力
は
美
浜
３
号
（
８

２
．
６
万kW

）
の
制
御
棒
を
引
き

抜
き
、
原
子
炉
を
起
動
さ
せ
た
。

２
０
１
１
年
５
月
以
来
１
０
年
停

止
し
て
い
た
が
、
全
国
で
初
の
４

０
年
超
原
発
の
再
稼
働
と
な
っ
た
。

関
電
・
政
府
・
原
子
力
ム
ラ
一
体

と
な
っ
た
老
朽
原
発
再
稼
働
に
、

満
腔
の
怒
り
を
込
め
て
抗
議
し
た

い
。当

日
は
、
１
１
時
半
に
美
浜
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
あ
と
ぴ
あ

に
集
合
、
役
場
横
を
通
っ
て
の
町

内
デ
モ
、
そ
し
て
、
関
西
電
力
原

子
力
事
業
本
部
前
で
抗
議
を
行
っ

行
動
す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
行
動
は
こ
れ
か
ら
も
続
く

の
で
す
か
ら
、
ハ
チ
マ
キ
を
締
め

直
し
「
倦
ま
ず
弛
ま
ず
」
で
す
ヨ

ね
。

（
原
発
い
ら
な
い
福
島
の
女
た
ち

黒
田
節
子
）

た
。
事
業
本
部
に
は
木
原
壯
林
さ

ん
、
河
本
猛
美
浜
町
議
な
ど
５
名

が
入
ら
れ
、
全
国
初
の
老
朽
原
発

再
稼
動
に
抗
議
し
、
即
時
廃
炉
を



求
め
る
申
入
を
さ
れ
た
。
そ
の
間
、

本
部
前
で
は
木
戸
恵
子
さ
ん
が
満

身
怒
り
込
め
て
こ
の
申
入
書
を
読

み
上
げ
ら
れ
、
参
加
者
の
憤
怒
の

炎
が
燃
え
上
が
っ
た
。

抗
議
行
動
後
、
バ
ス
等
に
分
散

乗
車
し
、
海
岸
沿
い
を
北
上
、
海

水
浴
場
で
有
名
な
水
晶
浜
、
美
浜

原
発
前
を
通
り
、
シ
ー
パ
ー
ク
丹

生
に
集
合
し
た
。
美
浜
原
発
の
真

向
い
の
公
園
だ
っ
た
。
午
後
２
時

か
ら
橋
田
秀
美
さ
ん
の
司
会
で
、

参
加
者
３
５
０
名
、
１
時
間
の
大

抗
議
集
会
が
始
ま
っ
た
。
海
辺
で

風
が
あ
り
、
「
反
原
発
」
「
老
朽

原
発
う
ご
か
す
な
」
な
ど
参
加
団

体
の
色
と
り
ど
り
の
旗
が
大
き
く

た
な
び
き
続
け
た
。
地
元
福
井
の

皆
さ
ん
や
福
島
、
東
京
、
伊
方
、

大
阪
、
京
都
、
兵
庫
、
奈
良
な
ど

か
ら
、
廃
炉
を
求
め
る
怒
り
の
ア

ピ
ー
ル
が
続
い
た
。
大
音
声
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
は
、
き
っ
と
美
浜

原
発
に
届
い
た
に
違
い
な
い
。
そ

し
て
、
美
浜
原
発
前
を
通
っ
て
の

キ
ロ
の
抗
議
デ
モ
、
日
差
し
が
き

つ
く
マ
ス
ク
の
身
に
は
つ
ら
か
っ

た
が
、
で
き
る
限
り
の
声
を
出
し

て
コ
ー
ル
を
続
け
た
。

老
朽
原
発
は
危
険
極
ま
り
な
い
。

万
が
一
の
時
、
避
難
計
画
も
絵
に

か
い
た
餅
だ
し
、
琵
琶
湖
が
汚
染

さ
れ
れ
ば
、
地
元
の
方
と
と
も
に

老
朽
原
発
・
美
浜
３
号
機
が
重

大
事
故
を
起
こ
し
た
ら
、
甚
大
な

被
害
を
被
り
か
ね
な
い
福
井
、
滋

賀
、
京
都
の
住
民
９
名
が
、
６
月

２
１
日
、
関
電
を
相
手
取
っ
て
、

運
転
開
始
か
ら
４
５
年
に
な
ろ
う

と
す
る
危
険
極
ま
り
な
い
老
朽
原

発
・
美
浜
３
号
機
の
運
転
禁
止
を

求
め
る
仮
処
分
を
大
阪
地
裁
に
申

請
し
ま
し
た
。
６
月
２
３
日
に
再

近
畿
一
円
、
水
が
飲
め
な
く
な
る
。

フ
ク
シ
マ
を
直
視
す
る
な
ら
、
す

べ
て
の
原
発
は
廃
炉
し
か
な
い
。

特
重
施
設
が
間
に
あ
わ
ず
、
美
浜

３
は
１
０
月
に
は
再
び
停
止
す
る
。

帰
路
の
バ
ス
の
中
で
、
秋
の
総
選

挙
で
政
権
交
代
だ
と
多
く
の
方
が

言
わ
れ
た
。
私
も
同
じ
思
い
だ
。

２
度
と
稼
働
さ
せ
な
い
よ
う
、
す

べ
て
の
原
発
廃
炉
を
め
ざ
し
、
総

が
か
り
で
が
ん
ば
ろ
う
！

（
反
原
発
自
治
体
議
員
・
市

民
連
盟
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

二
木
洋
子
）

稼
働
さ
れ
た
美
浜
３
号
機
を
あ
ら

ゆ
る
可
能
な
手
段
で
停
止
さ
せ
、

廃
炉
に
追
い
込
も
う
と
す
る
、
や

む
に
止
ま
れ
ぬ
行
動
の
一
つ
で
す
。

弁
護
団
は
、
井
戸
謙
一
氏
、
河
合

弘
之
氏
な
ど
、
全
国
で
原
発
全
廃

を
求
め
て
闘
う
１
１
名
の
弁
護
士

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
飯
原

発
運
転
差
し
止
め
判
決
の
樋
口
英

明
元
裁
判
長
も
応
援
に
駆
け
つ
け

て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
仮
処
分
申
請
で

は
、
早
急
な
決
定
を
得

る
た
め
に
、
次
の
①
、

②
に
争
点
を
絞
っ
て
い

ま
す
。

①

原
子
炉
直
下
に
破

砕
帯
４
本
な
ど
活
断
層

多
数
に
囲
ま
れ
、
地
震

に
よ
っ
て
重
大
事
故
を

起
こ
し
か
ね
な
い
美
浜

３
号
機
の
危
険
性
。
こ
の
中
で
、

過
小
な
基
準
地
震
動
を
想
定
し
て

設
計
さ
れ
た
原
子
炉
で
は
、
さ
ら

に
大
き
な
基
準
地
震
動
が
想
定
さ

れ
て
い
る
現
在
、
安
全
確
保
（
耐

震
性
）
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
（
安
全
余
裕
の
食
い
つ
ぶ

し
）
、
規
制
委
が
原
子
炉
敷
地
の

地
盤
変
異
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て

い
な
い
こ
と
、
原
子
炉
至
近
に
震

源
が
あ
る
こ
と
、
繰
り
返
し
の
地

震
が
発
生
す
る
可
能
性
、
基
準
地

震
動
策
定
に
用
い
た
経
験
式
で
得

ら
れ
た
平
均
値
は
、
過
小
評
価
で

あ
る
こ
と
（
昨
年
１
２
月
４
日
の

判
決
で
大
阪
地
裁
が
指
摘
）
、
な

ど
を
訴
え
ま
す
。

②
美
浜
原
発
３
号
機
が
重
大
事
故

を
起
こ
し
た
と
き
、
住
民
避
難
は

不
可
能
。
こ
の
中
で
、
合
理
的
な

避
難
計
画
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
、

避
難
は
不
可
能
で
、
重
大
事
故
は

深
刻
な
人
格
権
侵
害
と
な
る
、
多

重
防
護
第5

層
（
重
大
事
故
時
の

避
難
対
策
）
は
不
可
欠
で
、
予
防

的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
屋
内

退
避
は
不
合
理
で
あ
る
こ
と
、
な

ど
を
訴
え
ま
す
。

美
浜
３
号
機
の
特
重
施
設
の
完

成
は
、
期
限
（
１
０
月
２
５
日
）

に
間
に
合
わ
ず
、
こ
の
期
限
以
降

は
同
原
発
は
停
止
し
ま
す
が
、
そ

の
前
に
仮
処
分
で
停
止
さ
せ
、
廃

炉
へ
の
大
き
な
弾
み
と
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

助
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

実
行
委
員
会

木
原
壯
林
）


